
基礎工学部アドミッション・ポリシー 

 

【求める人材像】 

大阪大学のアドミッション・ポリシーのもとに、基礎工学部の理念である「科学と技術の融合による

科学技術の根本的解決及びそれにより人類の真の文化を創造する」ことに共感する、次のような能力，

資質を持つ人を求めています。 

（１） 基礎学力：高等学校等における各科目の学習内容を幅広く理解しており、特に、数学、理科を

高度に習得している。 

（２） 思考力：科学と技術に関する基礎的な知識、技能にもとづき、問題を多角的に捉え、柔軟な発

想から筋道を立てて考察できる。 

（３） 表現力：自分の考えを論理的に説明できる。 

（４） 国際性：外国語を高度に習得しており、異なる言語・文化をもつ様々な人たちと相違を超えて

対話、交流できる。 

（５） 探究心：科学や技術に関する深い関心と興味を持ち、新しい分野の開拓に主体的かつ積極的に

挑戦する意欲がある。 

（６） コミュニケーション力：さまざまな考えの人たちの意見にも耳を傾けて対話できる。 

 

【入学者選抜の基本方針】 

上記のような人材を受け入れ、また多様な学生を確保するため、国内の学生においては一般選抜と学

校推薦型選抜による入試、さらに高等専門学校からの編入学試験を行います。また、学生の学習環境と

してグローバルな多様性を確保するため、帰国生徒特別入試、私費外国人留学生特別入試、海外在住私

費外国人留学生特別入試を行います。 

 

【具体的選抜方法と、資質・能力との関係】 

共通テストでは 5 教科 7 科目の、また、一般選抜では特に理科、数学、外国語の試験を課すことで

（１）～（４）の能力を評価します。また、学校推薦型選抜では、共通テストに加えて調査書、推薦書

ならびに口頭試問を実施することにより、（５）、（６）を重視した優れた学生を選抜しています。さら

に、帰国生徒特別入試、私費外国人留学生特別入試などの特別入試、高等専門学校から本学部 3 年次へ

の編入学試験では、（１）～（６）に優れた能力を有している多様な学生を選抜しています。 


